





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1ヤ　ル ○ O ○ ○ ○
2モラウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3クレル ○ ○ ○ ○ ○
4アゲル ○ ○ ○ ○ ○ 一 〇
5サシアゲル ○ ○ ○ ○
6イタダク ○ ○ o ○ ○ ○
7　クダサル O ○ 〔、 ○ ○
3．2．あいさつ等の表現（1）
　「あいさつ」は漢字では「挨拶」と書く。『角川漢和中辞典』によれば，
「挨」は，「ひらく，おしひらく，おす，せまる，強く進む，たがいにちかづ
く，ひっつく」の意で，「拶」は，「せまる」の字義を有し，「挨拶」とは「押
し進む，また，前にあるものを押しのけて進み出る」の意だという。r広辞
苑』（第2版）は，仏教用語として禅家で「門下の僧に問答して，その悟道・
知見の深浅を試みること」の意を挙げている。現在は，一般に人と会った時
にとりかわす儀礼的な動作・言葉，応待の意で用いる。日常生活で使う朝晩
のあいさつ，手紙の冒頭に用いる表現などがこれである。また，広義では，
会合や儀式のスピーチ，挨拶状などを指す場合もある。
　ここでは，この映画に取り扱われたいくつかの「あいさつ語」について簡
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単に解説する。
3．2．1．その日，初めて人と顔を合わせた時
加藤「⑥高橋さん，おはようございます。」
高橋「⑦やあ，おはよう。
　　　⑧きょうは寒いね。」
加藤「⑨ええ，とても。」
　女性社員が同じ会社の先輩男性社員とエレベーター・ホールで会った時の
朝のあいさつである。
　「おはよう（ございます）」は，その日，初めて顔を合わせた時に言う。日
中，昼前から夕刻までにかけては「こんにちは」，夕方から夜分には「こん
ばんは」を使う。「こんにちは／こんばんは」は，「今日は／今晩はいかがで
すか／よいお天気ですね」などの下略表現が習慣化したものだと言われる。
朝のあいさつは，対話者の上下親疎などその立場に応じ，短縮形「おはよ
う」と，より丁寧な非短縮形「おはようございます」の二つの表現形が使い
分けられる。「こんにちは」「こんばんは」には丁寧な表現形はない。あいさ
つ語は，表現の習慣化により形式が定型化しているのが特徴である。
　「おはよう（ございます）」は，家庭内でも家庭外でも用いられるが，「こ
んにちは」「こんばんは」は，家庭内の家族間で用いることはない。「おはよ
うございます／こんにちは／こんばんは」は，人と会った時のほかに，「ご
めんください」と同様，他家を訪問し，家人を呼び出す時のあいさつ語とし
ても用いる。
　人と会った時のあいさつでは，「⑧きょうは寒いね」のように，その日の
天候や寒暖について言うことが多い。「きょうは，寒い／暖かい／暑い／涼
しい（です）ね」とか，「お寒うございますね」「寒くなりましたね」「いい
お天気ですね」「よく降りますね」など，その日の状況や相手によっていろ
いろな言い方をする。
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3．2．2．「失礼します」の用法
　「失礼します」は，種々の場面，状況で用いられる。この映画の場面V－
1での用い方は次のようである。
加藤「⑳課長，ちょっと失礼します。」
課長「⑳うん。」
　課長は事務室で新聞を読んでいる。そこへ課員の加藤が入ってくる。その
時のあいさつである。「失礼します」は，礼儀に反すると思うことを行わざ
るを得ぬ時，または非礼を相手に詫びる時に言うのが本来の用法である。そ
のような行為を行ってしまった時には「失礼しました」と言う。例えば，劇
場の座席にかけている人の前を通る時には，「（ちょっと前を）失礼します」
と言い，通り終わったら「（前を）失礼しました」と言う。また，他人の会話
の途中で，口をはさむ場合とか，一時中座する場合などには，「（ちょっと）
失礼します」と言い，用事の済んだ時や席に戻った時には，「失礼しました」
と言う。
　⑳の「ちょっと失礼します」には，課長が新聞を読んでいるのを中途で邪
魔して申しわけないという意識が話し手にある。このような気持を込めて，
相手の注意を喚起する機能をこの表現は有している。
　なお，他人の部屋に入る時には，無断の入室が非礼となる場合はもちろ
ん，招じ入れられた場合にも，「失礼します」と言い，その人の部屋から退
出する時には「失礼しました」と言うのが礼儀である。
　一般に人と別れる時には「さよ（う）なら」が用いられるが，これは永い
別離や改まりの席で使われることが多い。くだけた席や親しい間柄で，近い
再会が予期される場合には，「じゃあ，また」「じゃあね」などと言う。相手
に辞去を乞う意味での別れの表現としては「（では）失礼します」がよく用い
られる。相手に迷惑をかけたという気持がある時には，「（お忙しいところ）
失礼しました」と言って辞去することもある。この映画の場面団では，
課員Ar⑬お先に失礼します。」
課員B「⑳お先に。」
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のように用いられている。これは，会社退出時に，居残っている人に対する
あいさつである。先に帰宅して申しわけないという気持がうかがえる。丁寧
に言う場合には「失礼いたします／いたしました」が用いられる。
　あいさつ表現は，「表現意図に対応する文表現の類別」（国立国語研究所報
告23）では，コミュニケーションの成立そのものに関する表現意図，よび
かけ，わかれなどの表現に属する。つまり，相手に対する接触，コミュニケ
ーション・ネットワークの設定を意図するもので，実質的なコミュニケーシ
ョンの内容に関する意図は有していない。場合によっては，敵対心のないこ
と，相手に危害を加える意図のないことを示す機能をもって使われることも
ある。山中で見知らぬ者同士がたまたま出会った際にかわすあいさつは，同
じ行動集団に属する者が親密感を表示するためにするものであろうが，本来
は相手の不安を除く機能を有していたものであろう。
　あいさつ表現については，種々の形式があるが，すべて第27課の解説「あ
いさつ表現2｝」で扱う。
3．3．男ことばの問題団
　言語主体の所属環境や言語使用場面等により，言葉が異なったすがたを生
じる現象を位相と言う。そのような位相が認められる語を位相語と称する。
男性語，女性語は性差による位相語である。また，同一人物が話し相手や場
面によって異なった語や語法を用いることもある。待遇表現などはその典型
である。
　ここでは，この映画の中で用いられた切符の授受という同一内容が話し手
や場面によって，どのように異なった表現で示されているか，位相的な変化
を見てみる。なお，自称詞，応答語等に見られる男女差については，第27課
の解説を参照されたい。
　この映画で，歌舞伎の切符を相手に直接与える場合の表現では，次のよう
な言い方が用いられている。
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高橋（加藤に）「⑪加藤さん，この歌舞伎の切符，よかったら，あげるよ。」
　（場面皿一2）
加藤（課長に）「⑳この切符，よろしかったら，さしあげますが……。」（場
　面V－1）
課長（吉田に）「⑲この切符，よかったら，あげるよ。」（場面D（－2）
井上（高橋に）「⑱この切符，やるよ。」（場面X）
　⑪は，男性課員から年下の女性課員へ，⑳は，女性課員から年上上司の男
性課長へ，⑲は，年上上司の男性課長から年下の女性課員へ，⑳は，男性課
員から同年齢の同僚男性課員への発話である。ここでは，表現の丁寧度を仮
りに，「よろしかったら，さしあげますが……」－A，「よかったら，あげる
よ」－B，「やるよ」－Cの3段階に分け，話し手と相手との関係を表にま
とめると次のようになる。
発話番号
⑭
⑪
⑲
⑱
丁寧度
A
B
B
C
話し手（与え手）
性別1年齢雌
女
男
男
男
下位
上位
上位
同位
開き手　（受け手）
性別1年齢地位
男
女
女
男
上位
下位
下位．
同位
　この表から，同一の意味内容を表す「やる」「あげる」「さしあげる」の3
種の異なった表現には，単に上位下位という要素だけでなく，男女という性
差が大きく関与しているということが言える。話し手と聞き手の関係には，
この外，親疎・利害・発話環鏡・時間的条件など種々の要因が複雑にからん
で，その表現様式を規制するので，一概に決めるわけにはいかないが，ここ
では，性差による社会的集団意識が，表現の異なりを生じた基底に関与した
ことは否めない。
　男女の発話で表現が異なる現象は，前節で触れた「あげる」の美化語的用
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法の発達にも見られる。また，次の例のように，授与対象の特定，不特定に
よっても表現を異にする場合がある。
課長（聞き手加藤）「⑭じゃあ，1枚はだれかに　あげよう。」（場面V－2）
課長（独白的に）「㊨井上君にでもやろう。」（場面V－2）
　⑭は，男性課長と部下の女性課員の会話で，授与者未決定の場合である。
この場合「だれかにやろう」とも言えるが，授与物である切符は眼前で対話
している女性課員から受け取ったものなので，「やろう」を用いると丁寧さ
に欠ける言い方になる。男性が受け手不特定の場合に「さしあげる」を用い
ると馬鹿丁寧な感じを与える表現となる。㊨は，男性部下課員「井上君」が
特定されており，しかも男性の独白的発話である。この場合「あげる」「さ
しあげる」を用いると適格性を欠くことになる。
4．　練習問題
4．1．導入と練習の与え方
　授受表現の導入や練習に際しては，授受者（与え手，受け手），場面，授
与物等を学習者が明確に理解できるように配慮しておくことが大切である。
導入に際しては，まず具体的な場面を設定し，理論的な説明は後にするほう
がよい。現実の場面を利用し，教師と学習者，学習者同士の間で実際に事物
のやりとりを行い，その動作に則して教師がモデルを発話して聞かせ，続い
て学習者自身に授与行為をさせながら発話させるのが効果的である。手順と
しては，「あげる」「もらう」2語の基本的用法をまず提示する。「あげる」
「もらう」の用法が定着してから，次に同一場面で同一動作を行い「くれる」
の用法を提示する。
　例えば，学習者Aに指示して，学習者Bに鉛筆を与えさせる。教師がrA
さんは，Bさんに鉛筆をあげました」と言い，　Aを指名し，　Aに「わたしは
Bさんに鉛筆をあげました」と言わせる。次に教師が「Bさんは，Aさんに
鉛筆をもらいました」と言い，Bを指名し，　Bに「わたしはAさんに鉛筆を
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もらいました」と言わせる。授受物を変えて，同様の動作を学習者BからC
に行わせ，同様の発言を順次させる。一通り，動作と発言が終わった段階
で，rAさんはだれに鉛筆をあげましたか」「AさんはBさんに何をあげまし
たか」「だれがBさんに鉛筆をあげましたか」等の応答を行う。rBさんは何
をもらいましたか」「だれにもらいましたか」等，同様の応答をくりかえし，
「あげる」「もらう」の用法の理解定着をはかる。次に，最初に行った動作に
もどり，AからBに鉛筆を与えさせ，　Bに「わたしは，　Aさんに鉛筆をもら
いました」と再度言わせる。そこで教師は，「Aさんは？」とBに問いかけ，
Bの発言「Aさんはわたしに鉛筆をくれました」を引き出す。教師がモデル
になって，「わたしはDさんに万年筆をもらいました」rDさんはわたしに万
年筆をくれました」のように提示してもよい。学習者一人一人に同様の発話
をくりかえさせながら，応答を行い，「くれる」の用法を理解定着させる。
手順をあやまると混乱をひきおこすので，一つずつ確実に理解定着させ，ス
ムーズな発話ができるまで次の段階には進まぬように留意しなければならな
い。動作をともなった口頭による「あげる」「もらう」「くれる」の導入，練
習が終わってから，授受者と授受の方向を黒板などに図示したり，文型を板
書したりして説明する。次の段階で，教師対学生，大使対学生など上位者と
下位者の場面を設定し，「さしあげる」「いただく」「くださる」の用法を同
様の手法，手順で導入，練習する。「やる」の用法は，別に扱うほうが指導
しやすいであろう。口頭による練習が終わってから，文字表記による文例や
練習問題を与えると効果的である。
　練習問題例の若干を以下に示す。
4，2．　「あげる」「もらう」「くれる」の基本的用法に関する練習問題例
（1）次の文の（）の中に，「あげる」「もらう」「くれる」の語から適当な
　ものを選んで入れなさい。
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　きのうは高橋さんの誕生日でした。友だちは，いろいろなおくりものをし
ました。
　山田さんは高橋さんにネクタイを（　　）ました。
　中村さんは高橋さんに万年筆を（　　）ました。
井上さんは高橋さんにケーキを（　　）ました。
　高橋さんは山田さんにネクタイを（　　　）ました。
高橋さんは中村さんに万年筆を（　　）ました。
　高橋さんは井上さんにケーキを（　　）ました。
　山田さんはわたしにネクタイを（　　）ました。
　中村さんはわたしに万年筆を（　　）ました。
　井上さんはわたしにケーキを（　　）ました。
〔2）次の文の（）の中に「あげる」「もらう」「くれる」の語から適当なも
　のを選んで入れなさい。
　①山田さんがわたしに（　）ネクタイはこれです。
　②　山田さんから（　　）ネクタイはこれです。
　③　高橋さんはわたしが（　　）ネクタイをしめています。
｛3）次の文を〔例〕のように言いかえなさい。
　〔例〕　山田さんは高橋さんにネクタイをあげました。
　　　→高橋さんは山田さんにネクタイをもらいました。
　①　中村さんは高橋さんに万年筆をあげました。
　②　井上さんは高橋さんにケーキをあげました。
　③　中村さんはわたしにネクタイをくれました。
　④　井上さんはわたしにケーキをくれました。
　⑤　わたしは中村さんに万年筆をもらいました。．
　⑥　わたしは井上さんにケーキをもらいまeしたσ
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4．3．「さしあげる」「いただく」「くださる」の用法に関する練習問題例
｛1）次の文の（）の中に「さしあげる」「いただく」「くださる」の中から
　適当な語を選んで入れなさい。
　きのうは先生の誕生日でした。わたしたちは先生におくりものをしまし
た。
　山田君は先生にネクタイを（　　）ました。
　わたしは先生に万年筆を（　　）ました。
　先生はわたしたちにケーキを（　　）ました。
　先生から（　　）ケーキをみんなでわけました。
②　次の文中の「山田さん」を「大使」「弟」に変えて，〔例〕のように言い
　かえなさい。
　〔例〕　わたしは山田さんに万年筆をあげました。
　　　→わたしは大使に万年筆をさしあげました。
　　　→わたしは弟に万年筆をやりました。
①わたしは山田さんにネクタイをあげました。
②わたしは山田さんにライターをもらいました。
③山田さんはわたしにライターをくれました。
4．4．映画の場面を使っての練習例
（1）この映画では，歌舞伎の切符を人にあげる時，どのように言っています
　か。次の会話の下線の部分に「やる」「あげる」「さしあげる」の中から適
　当な言葉を選んで入れなさい。切符をあげる人ともらう人はどんな関係で
　すか。役割を決めて会話の練習をしなさい。
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　①（場面1－2，⑩～⑬）
高橋「ああ，そうだ。加藤さん，この歌舞伎の切符　　　よ。」
加藤「いつのですか。」
高橋「きょうのだよ。」
　②　（場面V－1，⑳～⑯）
加藤「この切符，よろしかたら，　　　　　が……。」
課長「ほう，歌舞伎だね。今日のか。」
　③　（場面D（－2，⑱～⑳）
課長「そうだ。この切符，よかったら，　　　よ。」
吉田「ええ……。」
　④　（場面X，⑯～⑳）
井上「ところで，今夜，用事あるかい。」
高橋「うん……？」
井上「この切符，　　　よ。山田課長がくれたんだが。」
②　この映画では，歌舞伎の切符を人からもらった時，どのように言ってい
　ますか。次の会話の下線の部分に「もらう」か「いただく」どちらかの言
　葉を入れなさい。あげた人ともらった人はどんな関係ですか，役割を決め
　て会話の練習をしなさい。
　①　（場面皿一2，⑭～⑲）
加藤「あら，2枚も？　いいんですか。」
高橋「うん。いらなくなったから……。」
加藤「じゃあ，　　　　　。どうもありがとうございます。」
　　　　　　一
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　②　（場面V－1，⑳～⑳）
課長「ほう，歌舞伎だね。今目のか。2枚あるね。」
加藤「ええ。人にもらったんですが，急に行けなくなってしまったんです。」
課長「じゃあ，　　　　。」
　③　（場面w，⑫～⑰）
課長「井上君，今夜なにか用事がある？」
井上「いえ，なにもありませんが。」
課長「歌舞伎に行かないか。」
井上「ああ，いいですね。」
課長「はい。」
井上「はっ。　　　　　。」
　以上，若干の練習問題例を示したが，練習は，学習者の理解度，定着度に
合わせ適当な問題を与えることが大切である。
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資料1．使用語彙一覧
　これは，この映画中に言語表現として現れた全ての語について一覧表にし
たものであo。資料2．のシナリオ全文同様，教材として活用できることも考
慮してかな（ひらがな，かたかな）書きにしてある。
　1．見出し語はアイウエオ順に配列し，そこにその使用文例を全て書き出
　　した。
　2．　見出し語の認定については，初級日本語教育の立場に立っている。
　　2．－1．接頭語「お」「ご」や，接尾語「さん」「くん（君）」等は，見出
　　　し語として取り上げている。ただし，「おねがい（お願い）」等は，そ
　　　のまま見出し語に立てている。
　　2．－2．数詞は，助教詞と切り離して見出し語に立てている。
　　2．－3．動詞は，終止形を見出し語にしている。サ変複合動詞は，「す
　　　る」を切り離して二語扱いにしている。
　　2．－4．「いい」「よい」は同一見出し語のもとに取り扱っている。
　　2．－5．形容動詞は，「＿＿な」の形を見出し語にしている。
　　2．－6．「だ」「です」に前接する「ん」は，一語扱いにして見出し語に
　　　している。
　　2．－7．「おさきに」等，慣用的表現として扱ったものは，見出し語に
　　　している。
　　2．－8．助動詞「た」や接続助詞「て」は，ここでは動詞部分に含め見
　　　出し語にしていない。ただし，助詞「たら」は，動詞部分から切り離
　　　し，見出し語に立てている。
　　2．－9．「う」「よう」は同一見出し語のもとに取り扱っている。
　3．　見出し語の語義，活用変化，他の語との結びつき等に基づいて下位分
　　類する場合には，（1）（2｝……のようにした。
　　3．－1．動詞は，本動詞としての用法と補助動詞としての用法で大きく
　　　二分した。本動詞の場合は「ます」形であるか，「一て」等の形で
　　　　　　　　　　　　　　一51一
　　あるかで下位分類し，補助動詞が違えばさらに下位分類してある。ま
　　た常体での言い方は，一語扱いにして別の分類にした。
　3．－2．「だ」「です」は，それに伴う終助詞の種類，また「だ」「です」
　　に「ん」が前接するかどうか等により下位分類してある。
　3．－3．助詞「か」「が」「に」「の」等は，その意味・用法によって下
　　位分類してある。
4．「ます」にっいては，文例の列挙を省略し，文番号だけを示した。
5．使用文例の文頭には，①②……の数字がつけてある。これはシナリオ
　での文通し番号であり，この解説書全体に共通のものである。同一見出
　し語内では，この順に文例を提出した。（1）（2｝……と下位分類した場合に
　も，その分類内で同一の提出順をとっている。全くの同一文については
　通し番号を横に並べ，引用を一回ですませた。
6．見出し語の横には〔〕で常用漢字の範囲内で漢字を示し，またその
　横には（）で語の使用回数を示した。
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あ川
　⑳　あ，きょうのね。
ああ（あ一）（7）
田⑩　ああ，そうだ。
　⑯　ああ，いいですね。
　⑳　ああ，そうですか。
　⑳　ああ，ありがとう。
　⑮　ああ，きゅうに，しごとが　できてね。
　㊨　ああ，かちょうに　いただいた　きっぷは，たかはしくんに　やりま
　　した。
｛2｝⑱　あ一，ざんねんだけど，しごとが　できて　しまって……。
あげる｛6）
川⑫それでは，だれかに　あげて　ください。
（2）⑪　かとうさん，この　かぶきの　きっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑲　この　きっぷ，よかったら，あげるよ。
（3）⑳　それで，よしださんに　きっぷ　あげたんだよ。
　⑭　たかはしさんに　あげたんですか。
側⑭　じゃあ，いちまいは　だれかに　あげよう。
あした川
　⑤あしたの　きっぷ，どう　するの。
あっ｛4）
　⑳あっ。
　⑳あっ，そうだ。
　⑱あっ，わすれていた。
　⑩あっ，そうね。
あの｛3）
　⑪　いのうえくんは　あの　きっぶ　どう　した？
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　　　　　　　　　　　　　一53一
　　す。
　⑳　じゃあ，あの　きっぷは……。
あらω
　⑭あら，にまいも？
あら一ω
　⑳あら一？
ありがとう｛4）
　⑲　どうも　ありがとうございます。
　⑯ありがとう。
　㊨　ああ，ありがとう。
　⑳ありがとうございます。
ある｛4｝
（1）⑬　いえ，なにも　ありませんが。
②㊨　にまい　あるね。
　⑫　いのうえくん，こんや，なにか　ようじが　ある？
　⑳　ところで，こんや，ようじ　あるかい。
いい（よい〔良い〕）周
ω⑮　いいんですか。
　⑳　ああ，いいですね。
　⑳だけど，ぼくは，いちまいだけでいいな。
②⑪　かとうさん，この　かぶきの　きっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑲このきっぷ，よかったら，あげるよ。
いう〔言う〕ω
　②そんなこといっても……。
いえほ1
　⑱　いえ，なにも　ありませんが。
いく〔行く〕②
｛1｝⑳　だれか　いく　ひと，いないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　－54一
（2｝⑭　かぶきに　いかないか。
いける〔行ける〕（3）
　⑳このきっぷ，たかはしさんにもらったんだけど，いけなくなっ
　　てしまったんです。
　⑳ひとにもらったんですが，きゅうにいけなくなってしまった
　　んです。
　⑲いそがしくなって，いけなくなってしまったんだ。
いそがしい〔忙しい〕川
　⑳いそがしくなって，いけなくなってしまったんだ。
いただく｛4）
（1｝⑬　じゃあ，いただきます。
　⑰　はっ，いただきます。
　⑫　それでは，いただきます。
（2）⑫　ああ，かちょうに　いただいた　きっぷは，たかはしくんに　やりま
　　した。
いち〔一〕｛2）
　⑭　じゃあ，いちまいは　だれかに　あげよう。
　⑳だけど，ぼくは，いちまいだけでいいな。
いつ｛1）
　⑫いつのですか。
いのうえ〔井上〕（31
　⑰　いのうえくんにでも　やろう。
　⑳　いのうえくん，こんや，なにか　ようじが　ある？
　⑪　いのうえくんは　あの　きっぶ　どう　した？
いやな｛1）
　①ぜったいに，いやよ。
いる｛1）
　⑰いらなくなったから……。
　　　　　　　　　　　　　　－55一
いる｛2）
日｝⑳　だれか　いく　ひと，いないでしょうか。
（2）⑱　あっ，わすれて　いた。
う（よう）｛2）
（1｝㊨　いのうえくんにでも　やろう。
②⑭　じゃあ，いちまいは　だれかに　あげよう。
うん㈲
｛1）⑯，⑳，⑳，＠　うん。
　⑮　うん，わかった。
②⑰　うん……？
ええ（え一）（6）
｛1）⑳，⑳　ええ。
②⑨　ええ，とても。
　⑮ええ，どうぞ。
｛3）⑳　ええ……。
（4）⑳え一？
えっ（1）
　㊨　えっ，たかはしくんに　もらったの？
おさきに〔お先に〕②
　⑬　おさきに　しつれいします。
　⑭　おさきに。
おねがい〔お願い〕｛11
　⑪　おねがいするわ。
おはよう｛2）
　⑥たかはしさん，おはようございます。
　⑦やあ，おはよう。
か（10）
ω⑫　いつのですか。
　　　　　　　　　　　　　　－56一
　⑮いいんですか。
　⑳　だれか　いくひと，いないでしょうか。
　⑯　コピーを　とりましょうか。
　⑭　たかはしさんに　あげたんですか。
②⑭　かぶきに　いかないか。
問⑳，⑲そうですか。
　⑯　きょうのか。
　⑲　ああ，そうですか。
が個
（1｝⑳　たかはしさんが　くれたの？
　⑲やまだかちょうがくれたんだが……。
　⑳やまだかちょうがくれた？
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
②⇔　いのうえくん，こんや，なにか　ようじが　ある？
　⑮　ああ，きゅうに，しごとが　できてね。
　⑳　あ一，ざんねんだけど，しごとが　できて　しまって……。
（3｝⑳　かぶきが　とても　すきだそうよ。
｛4｝㊨　ひとに　もらったんですが，きゅうに　いけなく　なって　しまった
　　んです。
㈲⑭　この　きっぷ，よろしかったら，さしあげますが……。
　⑬　いえ，なにも　ありませんが。
　⑬　かとうさんに　もらったんだが。
　⑳やまだかちょうがくれたんだが……。
かい｛2）
　⑬そうかい。
　⑯ところで，こんや，ようじあるかい。
かえる〔帰る〕｛1｝
　　　　　　　　　　　　　　－57一
　③わたし，かえる。
かちょう〔課長〕｛7）
｛1｝⑳　かちょうさんに　さしあげたら，どう。
　⑳じゃあ，かちょうにさしあげることにします。
　⑳　やまだ　かちょうが　くれたんだが……。
　⑳やまだかちょうがくれた？
　⑫ああ，かちょうにいただいたきっぷは，たかはしくんにやりま
　　した。
②⑳　かちょう，ちょっと　しつれいします。
　⑰　かちょう，かぶきには？
かとう〔加藤〕｛2｜
　⑳かとうさん，このかぶきのきっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑬　かとうさんに　もらったんだが。
かぶき〔歌舞伎〕㈲
　⑪　かとうさん，この　かぶきの　きっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑳かぶきがとてもすきだそうよ。
　⑳　ほう，かぶきだね。
　⑭　かぶきに　いかないか。
　㊨　かちょう，かぶきには？
から｛2）
　⑰　いらなく　なったから……。
　㊨　わたしは，こっちを　するから。
きっぷ〔切符〕⑪
　⑤あしたのきっぷ，どうするの。
　⑪．かとうさん，この　かぶきの　きっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑳このきっぷ，たかはしさんにもらったんだけど，いけなくなっ
　　て　しまったんです。
　⑭　このきっぷ，よろしかったら，さしあげますが……。
　　　　　　　　　　　　　　－58一
　⑲　この　きっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑳このきっぷ，やるよ。
　⑳それで，よしださんにきっぷあげたんだよ。
　㊨いのうえくんはあのきっぶどうした？
　⑳　ああ，かちょうに　いただいた　きっぷは，たかはしくんに　やりま
　　した。
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
　⑳　じゃあ，あの　きっぷは……。
きゅうに〔急に〕②
　⑳　ひとに　もらったんですが，きゅうに　いけなく　なって　しまった
　　んです。
　⑮　ああ，きゅうに，しごとが　できてね。
きょう｛5｝
　⑧きょうは，さむいね。　’
　⑬きょうのだよ。
　⑳　あ，きょうのね。
　⑯　きょうのか。
　⑳　じゃあ，きょうじゅうに　たのむよ。
ください川
　⇔　それでは，だれかに　あげて　ください。
くださるω
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
くる〔来る〕｛1）
　⑲はなにみずを一やってきます。
くれる｛3｝
　⇔　たかはしさんが　くれたの？
　　　　　　　　　　　　　　－59一
　⑲　やまだ　かちょうが　くれたんだが……。
　⑳やまだかちょうがくれた？
くん〔君〕㈲　　　　　　　　　・
　㊨　いのうえくんにでも　やろう。
　⑫　いのうえくん，こんや，なにか　ようじが　ある？
　⑳いのうえくんはあのきっぶどうした？
　㊨　ああ，かちょうに　いただいた　きっぷは，たかはしくんに　やりま
　　した。
　㊨　えっ，たかはしくんに　もらったの？
けさ｛1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
けど②
　⑳このきっぷ，たかはしさんにもらったんだけど，いけなくなっ
　　て　しまったんです。
　⑱　あ一，ざんねんだけど，しごとが　でききて　しまって……。
ご〔五〕川
　⑭これ，ごじはんまでにたのむよ。
ございます｛3｝
　⑥たかはしさん，おはようございます。
　⑲　どうも　ありがとうございます。
　⑳　ありがとうございます。
こっちに｝
　㊨　わたしは，こっちを　するから。
こと｛2｝
　②そんなこといっても……。
　⑳じゃあ，かちょうにさしあげることにします。
この㈲
　　　　　　　　　　　　　　一60マー
　⑪かとうさん，このかぶきのきっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑳このきっぷ，たかはしさんにもらったんだけど，いけなくなっ
　　て　しまったんです。
　⑳　この　きっぷ，よろしかったら，さしあげますが……。
　⑲　この　きっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑱このきっぷ，やるよ。
コピー｛1）
　⑯　コピーを　とりましょうか。
これ②
　⑰　じゃあ，これを　たのむ。
　⑭これ，ごじはんまでにたのむよ。
こんや〔今夜〕12）
　⇔　いのうえくん，こんや，なにか　ようじが　ある？
　⑯ところで，こんや，ようじあるかい。
さしあげる｛3｝
｛U⑭　この　きっぷ，よろしかったら，さしあげますが……。
②⑳　じゃあ，かちょうに　さしあげる　ことに　します。
（31⑳　かちょうさんに　さしあげたら，どう。
さむい〔寒い〕川
　⑧きょうは，さむいね。
さん（9）
　⑥　たかはしさん，おはようございます。
　⑪かとうさん，このかぶきのきっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑳このきっぷ，たかはしさんにもらったんだけど，いけなくなっ
　　て　しまったんです。
　⇔　たかはしさんが　くれたの？
　⑳　かちょうさんに　さしあげたら，どう。
　⑱　かとうさんに　もらったんだが。
　　　　　　　　　　　　　　－61一
　⑳それで，よしださんにきっぷあげたんだよ。
　⑳　たかはしさんに　あげたんですか。
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
ざんねんな〔残念な〕（1｝
　⑱　あ一，ざんねんだけど，しごとが　できて　しまって……。
じ〔時〕ω
　⑭これ，ごじはんまでにたのむよ。
しごと〔仕事〕②
　⑮　ああ，きゅうに，しごとが　できてね。
　⑳　あ一，ざんねんだけど，しごとが　できて　しまって……。
しつれい〔失礼〕｛2｝
　⑳　かちょう，ちょっと　しつれいします。
　⑳　おさきに　しつれいします。
しまう｛4｝
日1⑳　あ一，ざんねんだけど，しごとが　できて　しまって……。
②⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，いけなく　なっ
　　て　しまったんです。
　⑳ひとにもらったんですが，きゅうにいけなくなってしまった
　　んです。
　㊨　いそがしく　なって，いけなく　なって　しまったんだ。
じゃあ｛7｝
　⑱じゃあ，いただきます。
　⑳　じゃあ，かちょうに　さしあげる　ことに　します。
　⑳じゃあ，もらいます。
　⑭じゃあ，いちまいはだれかにあげよう。
　⑳じゃあ，きょうじゅうにたのむよ。
　⑰　じゃあ，これを　たのむ。
　　　　　　　　　　　　　　　－62一
　⑱じゃあ，あのきっぷは……。
じゅう〔中〕川
　⑳　じゃあ，きょうじゆうに　たのむよ。
すきな〔好きな〕（1｝
　⑳かぶきがとてもすきだそうよ。
する｛7｝
ω⑳　じゃあ，かちょうに　さしあげる　ことに　します。
　⑳　かちょう，ちょっと　しっれいします。
　⑳　おさきに　しつれいします。
②⑤　あしたの　きっぷ，どう　するの。
　㊨　おねがいするわ。
　㊨　わたしは，こっちを　するから。
｛3）⑳　いのうえくんは　あの　きっぶ　どう　した？
ぜったいに〔絶対に〕｛1）
　①ぜったいに，いやよ。
そう剛
　⑩ああ，そうだ。
　⑳　そうね。
　⑰　あっ，そうだ。
　⑳そうでずか。
　⇔そうかい。
　⑩　あっ，そうね。
　⑲　ああ，そうですか。
　⑱　そうだ。
　㊨そうですか。
　⑮　そうだよ。
そうだ（1）
　⑳かぶきがとてもすきだそうよ。
　　　　　　　　　　　　　　－63一
　　それじゃあω
　　　㊨　それじゃあ。
　　それで（1）
　　　⑳それで，よしださんにきっぷあげたんだよ。
　　それでは｛2｝
　　　⑫それでは，だれかにあげてください。
　　　⑳　それでは，いただきます。
　　そんな川
　　　②そんなこといっても……。
　　だ｛11）
　　川⑬　きょうのだよ。
　　　⑳　ほう，かぶきだね。
　　②⑩　ああ，そうだ。
　　　⑳あっ，そうだ。
　　　⑱　そうだ。
　　（3）⑮　そうだよ。
　　園⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，いけなく　なっ
　　　　て　しまったんです。
　　　⑱　かとうさんに　もらったんだが。
　　　＠いそがしくなって，いけなくなってしまったんだ。
　　　⑲やまだかちょうがくれたんだが……。
　　　⑳それで，よしださんにきっぷあげたんだよ。
　　たいへん〔大変〕ω
　　　⑭　たいへんですね。
　　たかはし〔高橋〕（7｜
　　　⑥　たかはしさん，おはようございます。
’ 　⑳このきっぷ，たかはしさんにもらったんだけど，いけなくなっ
　　　　て　しまったんです。
　　　　　　　　　　　　　　　　－64一
　⑳　たかはしさんが　くれたの？
　⑳ああ，かちょうにいただいたきっぷはジたかはしくんにやりま
　　した。．
　⑭　たかはしさんに　あげたんですか。
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
　⑰　えっ，たかはしくんに　もらったの？
だけ（1）
　⑳だけど，ぼくは，いちまいだけでいいな。
だけど（1）
　⑳だけど，ぼくは，いちまいだけでいいな。
たのむ〔頼む〕｛3）
　⑳じゃあ，きょうじゅうにたのむよ。
　㊨1じゃあ，これを　たのむ。
　⑭　これ，ごじはんまでに　たのむよ。
たら｛4）
　⑪かとうさん，このかぶきのきっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑳　この　きっぷ，よろしかったら，さしあげますが……。
　⑲　この　きっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑳　かちょうさんに　さしあげたらジどう6
だれか｛3）
　⑳　だれか　いく　ひと，いないでしょうか。
　⑫　それでは，だれかに　あげて　ください。
　⑭じゃあ，いちまいはだれかにあげよう。
ちょっと（1）
　⑳　かちょう，ちょっと　しつれいしますご　7
で川
　⑳　だけど，ぼくは，いちまいだけでういいな。　・　　　’
　　　　　　　　　　　　　　－65一
できる｛2）
，⑮　ああ，きゅうに，しごとが．できてね。
　⑳　あ一，ざんねんだけど，しごとが　できて　しまって……。
でしょう（ll
　㊧だれかいくひと，いないでしょうカ㌔　，　’
です㈱
｛1｝⑮　ああ，いいですね。
　⑭　たいへんですね。
②⑳　そうですか。
　⑳　ああ，そうですか。
　⑳　そうですか。
（3｝⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，いけなく　なっ
　　て　しまったんです。
　⑳　ひとに　もらったんですが，きゅうに　いけなく　なって　しまった
　　んです。
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
｛4）⑫　いつのですか。
　⑮いいんですか。
　⑭　たかはしさんに　あげたんですか。
㈲⑳　ひとに　もらったんですが，きゅうに　いけなく　なってcレまった
　　んです。
ても｛1｝
　②そんなこといっても…一。
でも｛U
　㊨　いのうえくんにでも　やろう。
どう｛3｝
　⑤あしたのきっぷ，どうするの。て、　　　　：一
　　　　　　　　　　　　　　　一66一
　⑳かちょうさんにさしあげたら，どう。
　㊨いのうえくんはあのきっぶどうした？
どうぞ②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　⑮　ええ，どうぞ。
　㊨　どうぞ。
どうもα｝
　⑲　どうも　ありがとうございます。
ところで川
　⑯ところで，こんや，ようじあるかい。
とても②
　⑨ええ，とても。
　⑳かぶきがとてもすきだそうよ。
とる〔取る〕（1）
　⑯　コピーを　とりましょうか。
な｛1）
　⑳だけど，ぼくは，いちまいだけでいいな。一，　　＿　・
ない⑥
〔1｝⑳　だれか　いくひと，いないでしょうか。
　⑭かぶきにいかないか。
｛2）⑰　いらなく　なったから……。
⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，いけなく　なっ
　　て　しまったんです。
　⑲　ひとに　もらったんですが，きゅうに・いけなく　なって　しまつた
　　んです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　｝
　㊨いそがしくなって，いけなくなってしまったんだ。
なにか〔何か〕日｝
　⑳　いのうえくん，こんや，なにか　ようじが　ある？
なにも〔何も〕（1）
　　　　　　　　　　　　　　－67一
　⑬　いえ，なにも　ありませんが。
なる㈲
｛1｝⑪　いそがしく　なって，いけなく　なって　しまったんだ。　　’
②⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，いけなく　なっ
　　て　しまったんです。
　⑳ひとにもらったんですが，きゅうにいけなくなってしまった
　　んです。
　⑪　いそがしく　なって，いけなく　なって　しまったんだ。
｛3｝⑰　いらなく　なったから……。　・
に〔二〕②
　⑭あら，にまいも？
　⑳　にまい　あるね。　　　　　　　　　　　　　・
に例
｛1｝⑳　かちょうさんに　さしあげたら，どう。
　⑳　じゃあ，かちょうに　さしあげる　ことに　します。
　⇔　それでは，だれかに　あげて　ください。
　⑭　じゃあ，いちまいは　だれかに　あげよう。
　⑳いのうえくんにでもやろう。
　⑲はなにみずをやってきます。　　『　　　　‘
　⑳それで，よしださんにきっぷあげたんだよ。
　⑫　ああ，かちょうに　いただいた　きっぷは，たかはしくんに　やりま
　　した。
　⑭たかはしさんにあげたんですか。
②⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，いけなく　なっ
　　て　しまったんです。
　⑳　ひとに　もらったんですが，きゅうに　いけなく　なって　9しまった
　　んです。
　⑲　かとうさんに　もらったんだが。
　　　　　　　　　　　　　　－68一
　㊨　ああ，かちょうに　いただいた　きっぷは，たかはしくんに　やりま
　　した。
　㊨　えっ，たかはしくん1こ　もらったの？
｛3｝⑳　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
｛4｝⑭　かぶきに　いかないか。
　㊨　かちょう，かぶきには？
｛5）⑳　じゃあ，きょうじゅうに　たのむよ。
　⑭これ，ごじはんまでにたのむよ。
⑥⑳　じゃあ，かちょうに　さしあげる　ことに　します。
ね｛9）
　⑧きょうは，寒いね。
　⑳　あ，きょうのね。
　⑳　そうね。
　⑳　ほう，かぶきだね。
　㊨　にまい　あるね。
　⑳あっ，そうね。
　⑯　ああ，いいですね。
　⑭　たいへんですね。
　⑮　ああ，きゅうに，しごとが　できてね。
の｛9）
｛1｝⑤　あしたの　きっぷ，どう　するの。
、⑪　かとうさん，この　かぶきの　きっぷ，よかったら，あげるよ。
②⑫　いっのですか。
　⑬きょうのだよ。
　⑳あ，きょうのね。
　⑳　きょうのか。
｛31⑥　あしたの　きっぷ，どう　するの。　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　－69一
　⑳・たかはしさんが　くれたの？
　㊨　えっ，たかはしくんに　もらったの？
は｛9｝
｛1｝⑧・きょうは，さむいね。
　⑳だけど，ぼくは，いちまいだけでいいな。
　⑳　じゃあ，いちまいは　だれかに　あげよう。
　㊨　わたしは，こっちを　するから。
　⑪　いのうえくんは　あの　きっぶ　どう　した？
　⑫ああ，かちょうにいただいたきっぷは，たかはしくんにやりま
　　した。
　⑳　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
②⑱　じゃあ，あの　きっぷは……。　　　　　　　　　　　、　　　，
｛3）㊨　かちょう，かぶきには？
はい｛1｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　⑯　はい。
はっ｛1）
　⑰　はっ，いただきます。
はな〔花〕｛1）
　⑲はなにみずをやってきます。　　　　　，．
はん〔半〕川
　⑭これ，ごじはんまでにたのむよ。
ひと〔人〕②　　　・　・　　　、
　⑳だれかいくひと，いないでしょうか。
　⑳ひとにもらったんですが，きゅうにいけなくなってしまった
　　んです。
ほう（1）
　⑮　ほう，かぶきだね。
　　　　　　　　　　　　　　　－70一
ぼく｛1｝
　⑳：だけど，ぼくは，いちまいだけでいいな。
まい〔枚〕｛4）
　⑧あら，にまいも？
　㊨　にまい　あるね。
　⑳だけど，ぼくは，いちまいだけでいいな。
　⑭じゃあ，いちまいはだれかにあげよう。
ました｛1）　　　　　　　　　　．、　　　　　　　　　　．　　　．、
　⑫ああ，かちょうにいただいた・きっぷは，たかはしくんに一1やりま
　　した。
ましょう（1｝
　⑯　コピーを　とりましょうか。
ます｛9｝
　⑱，㊨，⑳，⑳，⑳，⑲，⑰，⑫，⑳
ません（1）　　　　　　　　　　　　　’　、
　⑲　いえ，なにも　ありませんが。
まつ〔待つ〕ω
　④　まてよ。
まで｛1）
　⑭これ，ごじはんまでにたのむよ。　　　．
みず〔水〕ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　⑲はなにみずをやってきます。
も｛1）　　　　　　　　　　　。
　⑭あら，にまいも？
もらう倒
（1）⑳　じゃあ，もらいます。
｛2｝㊨　えっ，たかはしくんに　もらったの？
（3｝⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，・いけなく　なっ
　　　　　　　　　　　　　　一71一
　　て　しまったんです。
　⑳ひとにもらったんですが，きゅうにいけなくなってしまった
　　んです。
　⑱　かとうさんに　もらったんだが。
やあω
　⑦やあ，おはよう。
やまだ〔山田〕②
　⑳　やまだ　かちょうが　くれたんだが……。
　⑳やまだかちょうがくれた？
やる｛4｝
｛1）⑫　ああ，かちょうに　いただいた　きっぷは，たかはしくんに　やりま
　　した。
②⑲　はなに　みずを　やって　きます。
（3）⑱　この　きっぷ，やるよ。
｛4）⑰　いのうえくんにでも　やろう。
よ｛11）
　①ぜったいに，いやよ。
　④　まてよ。
　⑪かとうさん，このかぶきのきっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑬きょうのだよ。
　⑳かぶきがとてもすきだそうよ。
　⑳じゃあ，きょうじゅうにたのむよ。
　⑲　この　きっぷ，よかったら，あげるよ。
　⑭これ，ごじはんまでにたのむよ。
　⑱このきっぷ，やるよ。
　⑳それで，よしださんにきっぷあげたんだよ。
　⑳そうだよ。
ようじ〔用事〕｛2｝
　　　　　　　　　　　　　　－72一
　⑫いのうえくん，こんや，なにかようじがある？
　⑳ところで，こんや，ようじあるかい。
よしだ〔吉田〕ω
　⑳それで，よしださんにきっぷあげたんだよ。
よろしいに）
　⑳このきっぶ，よろしかったら，さしあげますが……。
わω
　㊨　おねがいするわ。
わかる〔分かる〕ω
　㊨うん，わかった。
わすれる〔忘れる〕｛1）
　⑱あっ，わすれていた。
わたし（3）
　③わたし，かえる。
　㊨　わたしは，こっちを　するから。
　⑯　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
を園
　⑲はなにみずをやってきます。
　㊨　わたしは，こっちを　するから。
　⑯　コピーを　とりましょうか。
　⑰　じゃあ，これを　たのむ。
ん｛11｝
ω⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，いけなく　なっ
　　て　しまったんです。
　⑲　ひとに　もらったんですが，きゅうに　いけなく　なって　しまった
　　んです。
　⑳ひとにもらったんですが，きゅうにいけなくなってしまった
　　　　　　　　　　　　　　一73一
　　んです。
　⑭　たかはしさんに　あげたんですか。
　⑳　あの　きっぷは，けさ，たかはしさんが　わたしに　くださったんで
　　す。
②⑮　いいんですか。
｛3）⑳　この　きっぷ，たかはしさんに　もらったんだけど，いけなく　なっ
　　て　しまったんです。
　⑱　かとうさんに　もらったんだが。
　⑪　いそがしく　なって，いけなく　なって　しまったんだ。、
　⑲　やまだ　かちょうが　くれたんだが……。　　　　弓
　⑳それで，よしださんにきっぷあげたんだよ。　，　，．・一．
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資料2．　シナリオ全文
題　　名　　日本語教育映画　　　　　　　　　　　　　一．
　　　　「このきっぷを　あげます」
　　　　　一やり・もらいの表現　1一
企　　画　　国立国語研究所
制　　作　　日本シネセル株式会社
フィルム　　16m／mEKカラー・スタンダード
巻　数　全1巻
上映時間　 5分
現像所　東映化学
録音読売スタジオ
完　　成　　昭和58年3月30日
制作スタッフ　　　　　　　　　　　”
制　　作　　静　永　純　一　　　　制作担当　　佐　藤　吉　彦
脚　　本　　前　出　直　明　　　昏演　　出　　前　田　直　明
　演出助手　野澤，和之　　　撮　影　相良国康
撮影助手｛袈豊正讃　照明伴野　功
照鋤手儲舗篇　ス・・プ・成田由紀子
　録音小川正城（読売スタジオ）　 ・．
　ネガ編集　亀井　　正
配役高橋江原正士吉田高瀬佳子　　　　加　藤．唐木ちえみ　田　中　久保田民絵
　　　　井　　上　　金　房　　　求　　山田課長　　簗（やな）正　昭
　　　　課員A　島村直巳
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カット
1
2
3
1　画　　面
メイン・タイトル
「日本語教育映画」
テーマ・タイトル
「このきっぷを　あげます」
　一やり・もらいの表現1一
夕方の公園
1公園のベンチの吉田・高橋
　背景に東京タワー
　二人は，ロ論をしている
2切符を差し出す高橋
3切符
4立ち去る吉田
　高橋も歩き去る
エレベーター・ホールのある
ビルの一階
1入口から歩いてくる加藤，
　エレベーターを待つ高橋に
近づく
2切符をポケットから出す高
橋
3加藤
4高橋
セ　　リ　　フ
5エレベーターに乗る二人
　　　　　　　　　一76一
吉田「①ぜったいに，いやよ。」
高橋「②そんな　こと　いっ
　　　ても……。」
吉田「③わたし，かえる。」
高橋「④まてよ。
　　　⑤あしたの　きっぷ，
　　　どう　するの。」
加藤「⑥たかはしさん，おは
　　　ようございます。」
高橋「⑦やあ，おはよう。
　　　⑧きょうは，さむいね。」
加藤「⑨ええ，とても。」
高橋「⑩ああ，そうだ。
　　　⑪かとうさん，このか
　　　ぶきの　きっぷ，よかっ
　　　たら，あげるよ。」
加藤「⑫いっのですか。」
高橋「⑬きょうのだよ。」
加藤「⑭あら，にまいも？
　　　⑮いいんですか。」
高橋「⑯うん。
　　　⑰いらなく　なったか
　　　ら・…・・。」
加藤「⑱じゃあ，いただきま
45
6
会社事務室内
1加藤，受話器を取る
　吉田，田中，井上，課長，
　その他二，三名の課員が働
　いている
昼休みの喫茶店内
1喫茶店内
　加藤と田中，加藤ハンドバッ
　グから切符を取り出す
2田中，切符を受け取る
3田中
4加藤
会社事務室内
1新聞を読んでいる課長
　加藤，入ってくる
切符を差し出す加藤
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す。
⑲どうも　ありがとう
ございます。」
加藤「⑳あっ。
　　　⑳この　きっぷ，たか
　　　はしさんに　もらった
　　　んだけど，いけなく
　　　なって　しまったんで
　　　す。」
田中「⑳たかはしさんが　く
　　　れたの？
　　　⑳あ，きょうのね。」
加藤「⑳ええ。
　　　⑳だれか　いく　ひと，
　　　いないでしょうか。」
田中「⑳そうね。
　　　⑳あっ，そうだ。
　　　⑳かちょうさんに　さ
　　　しあげたら，どう。
　　　⑳かぶきがとてもす
　　　きだそうよ。」
加藤「⑳そうですか。
　　　⑳じやあ，かちょうに
　　　さしあげることにし
　　　ます。」
加藤「⑳かちょう，ちょっと
　　　しつれいします。」
課長「⑳うん。」
加藤「⑭この　きっぷ，よう
78
2課長肩越し加藤
3加藤肩越し課長
4加藤
5課長と加藤
立ち去る加藤
課長
6加藤，自分の席にっこうと
する
　向かいには田中が座ってい
　る
　加藤，植木鉢を持って出る
湯わかし室
1植木鉢に水をやる加藤
会社事務室内
1井上，入ってくる
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　　　しかったら，さしあげ
　　　ますが……。」
課長「⑳ほう，かぶきだね。
　　　⑳きょうのか。
　　　㊨にまい　あるね。」
加藤「⑳ええ。
　　　⑲ひとに　もらったん
　　　ですが，きゅうに　い
　　　けなく　なって　しま
　　　ったんです。」
課長「⑩じゃあ，もらいます。
　　　「㊨だけど，ぼくは，
　　　いちまいだけで　いい
　　　な。」
加藤「⑫それでは，だれかに
　　　あげて　ください。」
課長「⑬そうかい。
　　　⑭じゃあ，いちまいは
　　　だれかに　あげよう。」
加藤「⑮ええ，どうぞ。」
課長「⑯ありがとう。」
　　　㊨いのうえくんにでも
　　　やろう。」
加藤「⇔あっ，わすれて　い
　　　た。
　　　⑲はなに　みずを　や
　　　って　きます。」
田中「⑳あっ，そうね。
　　　⑪おねがいするわ。」
課長「⑫いのうえくん，こん
　　　や，なにか　ようじが
　　　ある？」
910
2課長と井上
3井上
4課長，井上
湯わかし室
1植木鉢に水をやり終える加
　藤
会社事務室内
1時計　三時二十五分
2打ち合わせする課長と井上
　井上立ち上がる
3働く課長と井上
4吉田，お茶を持ってくる
働いている課長
5吉田肩越し課長
6吉田
7課長，切符を渡す
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井上「⑳いえ，なにも　あり
　　　ませんが。」
課長「⑭かぶきに　いかない
　　　かb」
井上「⑬ああ，いいですね。」
課長「⑯はい。」
井上「⑰はっ，いただきます。」
課長「⑱かとうさんに　もらっ
　　　たんだが。」
井上「⑩ああ，そうですか。」
斗
課長「⑳じゃあ，きょうじゅ
　　　うに　たのむよ。」
　　　㊨わたしは，こっちを
　　　するから。」
吉田「㊨どうぞ。」
課長「⑬ああ，ありがとう。」
吉田「⑭たいへんですね。」
課長「⑮ああ，きゅうに，し
　　　ごとが　できてね。」
吉田「⑯コピーを　とりまし
＿・　　　　ようカ、o」
課長「㊨じゃあ⇒これを　た
　　　のむ。」
　　　⑱そうだ。
　　　⑲この　きっぷ，よか
　　　ったらいあげるよ。」
吉田「⑳ええ……。」
課長「⑪いそがしく　なって，
　　　いけなく　なって　し
　　　まったんだ。」
吉田「⑳それでは，いただき
11
12
13
8井上，書類を持って事務室
　を出ていく
高橋のいる社内の事務室
1事務室に入ってくる井上
2井上，切符を渡す
3切符を受けとる高橋
4高橋の肩をたたいて出てい
　く井上
国立劇場内
1劇場内に入る高橋
　席につく
　隣には吉田が席にっいてい
　る
・幕が上・・る市脇i鶉門
3歌舞伎舞台1尾上龍之助・〃・甑鞭農
5　〃　3岩井半四郎　　　　　　　　　　　　他
会社事務室内
1課員が事務室を出る
2加藤，事務室にやってくる
　　　　　　　　　　一80一
ます。
⑬ありがとうございま
す。」
井上「⑭これ，ごじはんまで
　　　に　たのむよ。」
高橋「⑮うん，わかった。」
井上「⑯ところで，こんや，
　　　ようじ　あるかい。」
高橋「⑰うん……？」
井上「⑱この　きっぷ，やる
　　　よ。
　　　⑲やまだ　かちょうが
　　　くれたんだが……。」
高橋「⑳やまだ　かちょうが
　　　くれた？」
井上「⑳うん。
　　　⑳それじやあ。」
課員A「⑳おさきに　しっれ
　　　いします。」
課員B「⑭おさきに。」
課長「⑳うん。」
加藤「⑳あら一？
14
15
3課長
4加藤
5課長
6課長肩越し井上
7井上肩越し加藤
8加藤肩越し井上
9加藤
10井上
夜の銀座通り
1時計台
　仲良く歩く高橋と吉田
企画・制作タイトル
　企画　国立国語研究所
　制作　日本シネセル株式会社
　　　⑳かちょう，かぶきに
　　　は？」
課長「⑱あ一，ざんねんだけ
　　　ど，しごとが　できて
　　　しまって……。」
加藤「⑳そうですか。」
課長「⑳それで，よしださん
　　　に　きっぷ　あげたん
　　　だよ。」
　　　⑪いのうえくんは　あ
　　　の　きっぶ　どう　し
　　　た？」
井上「⑳ああ，かちょうにい
　　　ただいた　きっぷは，
　　　たかはしくんに　やり
　　　ました。」
加藤「⑳え一？
　　　⑭たかはしさんに　あ
　　　げたんですか。」
井上「⑳そうだよ。」
加藤「⑳あの　きっぷは，け
　　　さ，たかはしさんが
　　　わたしに　くださった
　　　んです。」
井上「㊨えっ，たかはしくん
　　　に　もらったの？
　　　⑳じゃあ，あの　きっ
　　　ぷは……。」
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